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詩篇 ９１：１－１６              小牧ホープチャペル 

「コロナ災害の中での守り」                  藤野純一 

 

テーマ  災いの中で、なお主の守りを親しく豊かに確信することができる。 

 

いと高き方の隠れ場に住むことができる。  ｖ１－２ 

ｖ１ ＜いと高き方の隠れ場に住む＞、＜全能者の影に宿る＞ 

 

→ マタイ １１：２８ ＜すべて疲れた人、重荷を負っている人はわたしのもとに来なさい。わたしがあ

なたがたを休ませてあげます。＞ 

→ マタイ １１：２９ ＜わたしは心が柔和でへりくだっているから、あなたがたもわたしのくびきを負っ

て、わたしから学びなさい。そうすれば、たましいに安らぎを得ます。＞ 

 

→ マタイ １１：２７ ＜すべてのことが、わたしの父からわたしに渡されています。父のほかに子を知

っている者はなく、子と、子が父を現そうと心に定めた者のほかに、父を知っている者はだれも

いません。＞ 

 

この詩篇は、疲れたときだけでなく、主のもとにいつも＜住む＞ように、私たちを招いている。 

 

ｖ２ ＜私の避け所＞、＜私の砦＞、＜私が信頼する私の神＞ 

 

災いからの守り  ｖ３－４ 

ｖ３ ＜狩人の罠から 破滅をもたらす疫病から あなたを救い出される。＞ 

 

→ エペソ ２：１－３ ＜さて、あなたがたは自分の背きと罪の中に死んでいた者であり、 ｖ２ かつて

は、それらの罪の中にあってこの世の流れに従い、空中の権威を持つ支配者、すなわち、不

従順の子らの中に今も働いている霊に従って歩んでいました。 ｖ３ 私たちもみな、不従順の

子らの中にあって、かつては自分の肉の欲のままに生き、肉と心の望むことを行い、ほかの人

たちと同じように、生まれながら御怒りを受けるべき子らでした。＞ 

 

ｖ４ ＜主はご自分の羽であなたをおおい＞ 

 

＜主の真実は大楯 また砦。＞ 

 

災いを恐れなくなる  ｖ５－７ 

ｖ５ ＜あなたは恐れない。＞ 

 

災いの意味、目的  ｖ８ 

ｖ８ ＜悪者への報いを見るだけである。＞ 

 

→ ローマ ５：１２ ＜罪によって死が入り、こうして、すべての人が罪を犯したので、死がすべての人

に広がった＞ 

 

→ ルカ １３：４ ＜また、シロアムの塔が倒れて死んだあの十八人は、エルサレムに住んでいるだれ

よりも多く、罪の負債があったと思いますか。＞ 

→ ルカ １３：５ ＜そんなことはありません。わたしはあなたがたに言います。あなたがたも悔い改め

ないなら、みな同じように滅びます。＞ 
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人間が、自分の弱さ、罪深さを知り、まことの神とその救いを求めるようになるため。 

 

主を、自分の住まいとする  ｖ９  ・・・きょうの大切なポイント 

ｖ９ ＜それは わが避け所 主を いと高き方を あなたが自分の住まいとしたからである。＞ 

 

→ ルカ ２１：１１ ＜大きな地震があり、方々に飢饉や疫病が起こり、恐ろしい光景や天からの大きな

しるしが現れます。＞ 

 

災いの中での守り ｖ１０－１３ 

 

ｖ１１ ＜主があなたのために御使いたちに命じて＞ 

 

→ マタイ ４：５－７ ＜すると悪魔はイエスを聖なる都に連れて行き、神殿の屋根の端に立たせて、 

ｖ６ こう言った。「あなたが神の子なら、下に身を投げなさい。『神は、あなたのために御使い

たちに命じられる。彼らはその両手にあなたをのせ、あなたの足が石に打ち当たらないように

する』と書いてあるから。」 ｖ７ イエスは言われた。「『あなたの神である主を試みてはならな

い』とも書いてある。＞ 

 

悪魔の引用には、詩篇９１：１１の＜あなたのすべての道で＞が欠落。 

 

→ ヨハネ １６：３３ ＜これらのことをあなたがたに話したのは、あなたがたがわたしにあって平安を

得るためです。世にあっては苦難があります。しかし、勇気を出しなさい。わたしはすでに世に

勝ちました。＞ 

 

→ Ⅰペテロ ５：１０ ＜あらゆる恵みに満ちた神、すなわち、あなたがたをキリストにあって永遠の栄

光の中に招き入れてくださった神ご自身が、あなたがたをしばらくの苦しみの後で回復させ、

堅く立たせ、強くし、不動の者としてくださいます。＞ 

 

そして、不必要な災いに陥ることは決してない。 

 

まことの神を信じない人々にとっては、災いにあわないことが大事。 

→ ルカ ２３：３５ ＜・・・もし神のキリストで、選ばれた者なら、自分を救ったらよい。＞ 

 

主との豊かな交わり  ｖ１４－１５ 

 

実例 ダミアン神父 （https://ameblo.jp/praise-the-lord/entry-11827475565.htm） 

 

詩篇９１篇のポイント 

１．全能の神こそが、私たちが常に住むべき、宿るべき隠れ場である。 

２．ただ災いが過ぎ去るのを待つだけでなく、私たちがどうすることを神が望んでおられるのかを、求めて

歩んでいきましょう。 

 

今週の聖句 詩篇 ９１：１５ ＜彼がわたしを呼び求めれば わたしは彼に答える。わたしは苦しみのと

きに彼とともにいて 彼を救い 彼に誉れを与える。＞ 

 

https://ameblo.jp/praise-the-lord/entry-11827475565.htm

